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町議会６月定例会…………………………… P２～３

がんばれ！地域をささえる消防団………… P４～６

まちの話題／海岸クリーンアップ他……… P８～９

横山美奈さんの笑顔に会いたい…………… PBD

スポーツファイル…………………………… PBG

今 月 の 主 な 内 容
部活動に情熱を傾ける中学生たち、特に３年生

にとっては総決算となる最後の大会を前に、各部

の練習にもいっそう熱が入ります。

仁賀保中学校野球部の練習の締めくくりは、部

員全員で声高らかに歌う校歌。鳥海の雄姿を仰ぎ、

心を一つに健闘を誓いました。
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人
化
に
伴
う
名
称
の
変
更
等
を
行
い
ま

し
た
。

条
例
で
定
め
る
建
築
許
可
等
を
要
し

な
い
国
の
機
関
に
つ
い
て
、
公
団
の
法

船
員
手
帳
の
交
付
ま
た
は
書
換
え
手

数
料
を
一
九
五
○
円
（
五
○
円
増
）
に

改
定
し
ま
し
た
。

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
う
町
民
税
の

老
年
者
控
除
の
廃
止
や
均
等
割
額
の
改

正
な
ど
、
仁
賀
保
町
町
税
賦
課
徴
収
条

例
の
一
部
改
正
に
関
す
る
専
決
処
分
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
法
改
正
に
伴
う
仁
賀
保
町

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
の
専
決
処
分
も
承
認
さ
れ
ま
し

た
。 平

成
十
五
年
度
か
ら
繰
り
越
し
た
林

道
開
設
事
業
に
つ
い
て
、
繰
越
計
算
書

を
報
告
し
ま
し
た
。

仁
賀
保
町
風
致
地
区
内
お
け
る
建
築

等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

議
案
第
42
号

仁
賀
保
町
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

議
案
第
41
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

議
案
第
39
・
40
号

繰
越
明
許
費
の
報
告
に
つ
い
て

報
告
第
２
号

工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

議
案
第
44
・
45
号

工
事
委
託
協
定
の
締
結
に
つ
い
て

議
案
第
43
号

備
品
の
取
得
に
つ
い
て

議
案
第
46
号

「
仁
賀
保
運
動
公
園
整
備
事
業
」
に

関
す
る
工
事
の
発
注
か
ら
検
査
ま
で
の

す
べ
て
の
業
務
を
委
託
し
ま
す
。
協
定

金
額
は
一
億
五
千
六
百
万
円
、
協
定
の

相
手
方
は
都
市
基
盤
整
備
公
団
総
裁
伴

襄
で
す
。

協
定
の
主
な
内
容
は
、
建
設
工
事
と

し
て
本
部
棟
八
十
六
平
方
メ
ー
ト
ル
、

野
球
本
部
棟
二
十
七
平
方
メ
ー
ト
ル
、

便
所
棟
五
十
四
平
方
メ
ー
ト
ル
及
び
グ

ラ
ウ
ン
ド
外
周
舗
装
千
四
百
平
方
メ
ー

ト
ル
で
す
。

平
成
元
年
度
に
取
得
し
た
除
雪
ド
ー

ザ
が
十
五
年
を
経
過
し
老
朽
化
し
た
た

め
、
同
等
の
除
雪
ド
ー
ザ
に
更
新
し
ま

す
。契

約
金
額
は
九
百
十
八
万
七
千
八
百

円
、
契
約
相
手
は
東
北
建
設
機
械
販
売

株
式
会
社
本
荘
営
業
所
長
佐
藤
正
則
で

す
。 「

平
沢
・
小
出
三
号
線
道
路
改
良
工

事
」
の
請
負
契
約
の
締
結
で
す
。
契
約

金
額
は
五
千
七
百
二
十
二
万
五
千
円
、

契
約
の
相
手
方
は
株
式
会
社
村
岡
建
設

工
業
代
表
取
締
役
村
岡
淑
郎
で
す
。

工
事
の
内
容
は
、
畑
か
ら
横
森
ま
で

の
区
間（
延
長
千
五
百
四
十
メ
ー
ト
ル
）

の
上
層
路
盤
工
、
表
層
工
、
縁
石
工
及

び
照
明
工
で
す
。

ま
た
、「
水
沢
地
区
小
規
模
水
道
施

設
整
備
工
事
」
の
契
約
金
額
は
七
千
九

百
六
十
一
万
一
千
円
で
、
契
約
の
相
手

方
は
三
共
建
設
株
式
会
社
代
表
取
締
役

安
倍
秋
一
で
す
。

水
沢
地
内
に
浄
・
配
水
施
設
と
水
源

地
を
整
備
す
る
も
の
で
、
工
事
内
容
は

消
毒
室
、
上
向
式
ろ
過
装
置
、
配
水
池

等
の
整
備
を
施
工
し
ま
す
。
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最終最終日、本会議本会議での採決採決の様子様子 最終日、本会議での採決の様子 

▲整備が進む運動公園

の
ぼ
る



一
般
会
計
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

に
二
千
八
百
三
十
四
万
九
千
円
を
追
加

し
、
補
正
後
の
総
額
が
五
十
億
二
百
三

十
四
万
九
千
円
と
な
り
ま
し
た
（
左
欄

に
詳
細
）。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
事
業
及
び
老

人
保
健
医
療
事
業
の
二
特
別
会
計
と
ガ

ス
事
業
、
水
道
事
業
会
計
の
予
算
補
正

を
行
い
ま
し
た
。

●
今
年
度
の
主
な
県
事
業
の
概
要
は
次

の
と
お
り
で
す
。

¡
仁
賀
保
矢
島
館
合
線
道
路
改
良
事
業

…
…
一
億
八
千
万
円

¡
県
道
小
出
金
浦
線
道
路
改
良
事
業

…
…
五
千
六
百
万
円

¡
白
雪
川
火
山
砂
防
事
業

…
…
一
億
五
千
万
円

¡
大
沢
川
河
川
改
修
事
業

…
…
一
億
四
千
三
百
万
円

¡
寒
沢
川
火
山
砂
防
改
修
事
業

…
…
一
億
五
千
万
円

／
行
／
政
／
報
／
告
／

¡
水
沢
火
山
砂
防
事
業

…
…
一
億
三
千
五
百
万
円

●
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
・
仁
賀

保
本
荘
道
路
の
町
内
約
一
・
四
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
に
つ
い
て
は
、
四
月
に
関
係
者

に
対
す
る
用
地
測
量
着
手
承
諾
の
説
明

会
を
両
前
寺
分
館
で
開
催
。
今
年
度
中

に
は
用
地
買
収
を
完
了
す
る
予
定
で
す
。

●
四
月
十
八
日
に
馬
場
字
冬
師
山
か
ら

南
由
利
原
に
か
け
て
林
野
火
災
が
発
生
。

六
月
二
十
三
日
で
任
期
満
了
と
な
る

町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
と
同
補
充
員

選
挙
管
理
委
員
等
の
選
出

に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法
に
基
づ
く
町

議
会
で
の
選
挙
が
六
月
定
例
会
初
日
に

行
わ
れ
、
次
の
方
々
が
当
選
し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

●
選
挙
管
理
委
員

佐
　
藤
　
　
　
健
（
上
小
国
）

田
　
村
　
豊
　
子
（

鈴
　
）

菊
　
地
　
直
　
定
（
平
　
沢
）

佐
　
藤
　
重
　
弘
（
中
　
野
）

●
選
挙
管
理
委
員
補
充
員

阿
　
部
　
芳
　
雄
（
杉
　
山
）

鹿
　
島
　
由
紀
子
（
室
　
沢
）

豊
　
島
　
　
　
實
（
平
　
沢
）

須
　
田
　
貴
美
子
（
寺
　
田
）

任
期
は
平
成
十
六
年
六
月
二
十
四
日

か
ら
平
成
二
十
年
六
月
二
十
三
日
ま
で

の
四
年
間
。
任
期
途
中
で
委
員
が
退
任

し
た
場
合
に
は
、
補
充
員
が
右
名
簿
の

順
番
に
委
員
と
な
り
ま
す
。

最
終
的
に
確
定
し
た
被
害
面
積
は
九
十

九
・
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
損
害
額
は
二
千

百
八
十
一
万
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

●
仁
賀
保
、
金
浦
、
象
潟
の
三
町
合
同

に
よ
る
都
市
ガ
ス
の
ガ
ス
種
統
一
に
向

け
た
熱
量
変
更
事
業
を
平
成
十
八
年
度

に
控
え
、
こ
の
五
月
か
ら
「
仁
賀
保
地

区
ガ
ス
熱
量
変
更
推
進
本
部
」
の
事
務

所
を
旧
金
浦
小
学
校
に
開
設
し
ま
し
た
。

e 16．7．1発行

平
成
十
六
年
度
仁
賀
保
町
一
般
会
計
、

二
特
別
会
計
、
ガ
ス
事
業
、
水
道
事

業
会
計
の
予
算
補
正
に
つ
い
て

議
案
第
47
号
〜
51
号

改
選
後
の
町
選
挙
管
理
委
員
会
初

会
合
が
六
月
二
十
四
日
、
役
場
で
開

か
れ
、
委
員
長
に
佐
藤
健
氏

つ
よ
し

（
上
小

国
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
委
員
長

の
任
期
は
委
員
と
同
じ
四
年
間
と
な

り
ま
す
。

▲佐藤　健氏

繰入金　746万円の増 ２億6,577万円

¡老人保健医療事業特別会計の15年度分の精算により
繰入れ

諸収入　190万円の増 ２億1,415万円

¡市町村振興宝くじ交付金190万円

町債　1,840万円の増 ６億7,630万円

¡仁賀保運動公園整備事業に係る土木債1,170万円、道
路新設事業に係る県市町村振興資金貸付金670万円

総務費　1,851万円の減 ５億3,311万円

¡職員の人事異動に伴う総務管理費の1,610万円減など

衛生費　170万円の増 ３億250万円

¡一般廃棄物最終処分場の運営経費など保健衛生費
170万円増

土木費　1,723万円の増 ５億5,293万円

¡道路台帳補正委託料等に係る土木管理費427万円増、
鈴・琴浦一号線道路維持工事及び県道平沢・小出三
号線への取付道路工事費を含む道路橋梁費1,243万
円増など

教育費　968万円の増 ５億6,451万円

¡ドリームプロジェクト支援事業費を含む小学校費・
中学校費計114万円増、国体実行委員会の立ち上げ
準備経費を含む保健体育費599万円増など

一般会計予算補正の主な内容

歳入

歳出



消
防
団
の
任
務
は
大
き
く
二
つ
に
分

消
防
団
は
、「
自
分
た
ち
の
郷
土
は

自
分
た
ち
で
守
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
地

域
社
会
に
奉
仕
す
る
団
体
で
す
。

消
防
団
員
は
消
防
団
長
に
よ
っ
て
任

命
さ
れ
、
そ
の
身
分
は
特
別
職
の
地
方

公
務
員
と
な
り
ま
す
。
入
退
団
は
強
制

で
は
な
く
本
人
の
自
由
意
思
に
よ
り
ま

す
。
団
員
で
あ
っ
て
も
個
人
と
し
て
の

活
動
（
政
治
活
動
等
）
を
行
う
こ
と
や

他
の
公
職
に
就
く
こ
と
も
自
由
で
す
。

市
町
村
の
消
防
機
関
と
し
て
常
備
消

防
と
連
携
し
、
車
の
両
輪
の
よ
う
に
共

存
共
栄
し
て
い
る
の
が
地
域
の
消
防
団

な
の
で
す
。

け
ら
れ
ま
す
。

①
火
災
か
ら
国
民
の
生
命
、
身
体
及
び

財
産
を
保
護
す
る
こ
と

②
水
火
災
ま
た
は
地
震
等
の
災
害
を
防

除
し
、
こ
れ
ら
の
災
害
に
よ
る
被
害

を
軽
減
す
る
こ
と

消
防
団
の
仕
事
は
有
事
（
災
害
の
場

合
）
と
平
時
（
災
害
の
無
い
場
合
）
に

分
け
ら
れ
ま
す
。

有
事
の
場
合
、
火
災
・
風
水
害
・
地

震
・
土
砂
崩
れ
な
ど
の
災
害
出
動
な
ど

が
あ
り
、
他
に
も
人
命
救
助
・
避
難
誘

導
・
救
急
救
助
に
加
え
、
警
察
業
務
や

海
上
保
安
業
務
へ
の
協
力
要
請
に
基
づ

く
活
動
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
災
害
が
無
い
と
き
も
、
火
災
予

防
活
動
や
警
備
警
戒
・
教
育
訓
練
・
機

械
器
具
の
点
検
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
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火
災
時
に
は
消
火
活
動
の
先
頭
に
立
ち
、
地
域
防
災
の
最
前
線
で
活

躍
し
て
き
た
消
防
団
も
、
全
国
の
ほ
と
ん
ど
の
市
町
村
に
常
備
消
防

（
消
防
本
部
・
消
防
署
）
が
設
置
さ
れ
た
近
年
で
は
、
そ
の
出
動
回
数
も

少
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
今
年
四
月
に
町
内
の
釜
ヶ
台
地
区
で
発
生
し
た
林
野
火
災

に
お
い
て
は
全
町
の
消
防
団
が
現
場
に
出
動
。
常
備
消
防
と
連
携
し
て

消
火
活
動
を
行
っ
た
ほ
か
、
夜
間
は
地
元
消
防
団
が
警
戒
活
動
や
残
火

処
理
に
あ
た
る
な
ど
、
被
害
の
軽
減
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
陰
な
が
ら
地
域
を
支
え
て
い
る
消
防
団
の
こ
と
を
皆
さ

ん
は
ど
の
く
ら
い
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
こ
こ
で
は
消
防
団
の
役
割
と

現
状
、
そ
し
て
課
題
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。



少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
全
国
の
消

防
団
は
団
員
の
減
少
と
い
う
共
通
の
問

題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
核
家
族
化
や

人
々
の
価
値
観
の
変
化
に
よ
っ
て
住
民

の
連
帯
意
識
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る
こ

と
も
そ
の
一
因
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

仁
賀
保
地
区
に
お
け
る
団
員
数
の
推

移
を
表
し
た
の
が
【
図
‐
１
】
で
す
。

団
員
の
確
保
が
困
難
な
実
状
に
応
じ
て

団
員
定
数
の
見
直
し
を
繰
り
返
し
て
き

た
結
果
、
消
防
団
発
足
時
に
は
千
人
を

超
え
た
団
員
定
数
も
今
年
四
月
現
在
で

消
防
団
員
の
年
齢
構
成
を
表
し
た
グ

ラ
フ
が
【
図
‐
２
】
で
す
。
全
国
平
均

で
は
二
十
代
が
二
十
三
・
八
％
、
三
十

代
が
三
十
八
・
六
％
と
な
っ
て
お
り
、

仁
賀
保
地
区
は
比
較
的
若
い
団
員
が
原

動
力
と
な
っ
て
い
る
の
が
分
か
り
ま
す
。

し
か
し
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
団
員
、
特

七
百
六
人
に
ま
で
減
少
。
し
か
も
実
際

の
団
員
数
は
そ
の
定
数
を
満
た
せ
な
い

状
況
が
続
い
て
お
り
、
仁
賀
保
地
区
全

体
で
は
定
数
に
対
し
六
十
六
人
の
不
足
、

町
内
の
消
防
団
に
限
れ
ば
二
十
九
人
の

不
足
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
仁
賀
保
地

区
消
防
団
で
は
、
こ
れ
ま
で
集
落
単
位

の
「
部
制
」
と
し
て
き
た
組
織
を
見
直

に
遠
距
離
通
勤
者
が
増
え
、
平
日
の
日

中
に
火
災
や
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に

出
動
で
き
る
団
員
が
少
な
く
な
っ
て
い

る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
、
今
年
度
か
ら
は
、
従
来
の
部
を

「
班
制
」
と
し
、
そ
の
二
〜
三
班
を
統

合
し
て
一
つ
の
「
部
」
と
す
る
再
編
を

行
い
ま
し
た
。

【
図
‐
３
】
の
と
お
り
、
一
つ
の
部

が
い
く
つ
か
の
集
落
（
班
）
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
各
部
に
お
い

て
は
平
日
で
も
出
動
可
能
な
団
員
数
を

確
保
し
や
す
く
な
り
、
ま
た
火
災
現
場

に
近
い
班
の
消
防
ポ
ン
プ
を
使
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
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【図－1】仁賀保地区消防団　団員数の推移 

【図－2】消防団員の年齢構成（平成16年4月1日現在） 
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【図－3】仁賀保地区消防団組織図（平成16年4月1日現在） 

第１分団（象潟地区） 元町 54人 
（団員数） 

１～２部 

団
長 

副
団
長 

副
団
長 

副
団
長 

第２分団（上郷地区） 小滝、石名坂、本郷、横岡、長岡、大森、水岡 112人 １～３部 

第３分団（上浜地区） 関、小砂川、大砂川、川袋、中ノ沢、大須郷 261人 １～６部 

第４分団（金浦地区） 元町、赤石、大竹、前川、黒川、飛 77人 １～６部 

第５分団 
（平沢地区） 

１班　平沢 
２班　室沢 
１班　三森 
２班　芹田 
３班　鈴 
１班　琴浦 
２班　両前寺 

16人 
14人 
13人 
15人 
11人 
12人 
14人 

第１部 

第３部 

第２部 

第７分団 
（小出地区） 

１班　伊勢居地 
２班　中野 
１班　畑 
２班　桂坂 
３班　寺田 
１班　百目木 
２班　立居地 
３班　樋ノ口 

17人 
12人 
12人 
12人 
5人 
15人 
11人 
7人 

第１部 

第３部 

第２部 

第６分団 
（院内地区） 

１班　院内 
２班　小国 
１班　上小国 
２班　馬場 
１班　田抓 
２班　杉山 
１班　釜ヶ台 
２班　冬師 

17人 
14人 
8人 
15人 
14人 
11人 
15人 
14人 

第１部 

第３部 

第４部 

第２部 



私
が
消
防
団
に
入
団
し
た
当
時
（
昭

和
三
十
四
年
）
は
町
に
常
備
消
防
が
な

か
っ
た
の
で
、
火
災
現
場
で
は
先
頭
に

立
っ
て
消
火
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
し
、

防
犯
活
動
や
病
気
の
人
を
病
院
に
搬
送

す
る
の
も
消
防
団
の
仕
事
で
し
た
。
責

任
の
重
い
任
務
で
し
た
が
、
そ
の
分

「
地
元
を
守
る
」
と
い
う
熱
意
の
も
と

に
団
員
が
一
つ
に
ま
と
ま
っ
て
い
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。

若
い
頃
に
精
神
を
鍛
え
ら
れ
情
熱
や

仲
間
意
識
を
学
ん
だ
と
い
う
意
味
で
、

私
自
身
こ
の
消
防
団
活
動
に
育
て
ら
れ

た
と
思
っ
て
い
ま
す
し
、
四
十
四
年
た

っ
た
今
も
生
活
の
一
部
で
す
。

消
防
団
を
取
り
巻
く
環
境
は
昔
と
は

随
分
変
わ
り
、
今
後
も
団
員
の
減
少
傾

向
は
続
く
と
思
い
ま
す
が
、
若
い
皆
さ

ん
に
は
他
人
ま
か
せ
で
は
な
く
「
地
域

や
家
庭
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う

防
災
意
識
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
ね
。

今
後
の
地
域
防
災
に
は
、
色
ん
な
意

味
で
集
落
と
消
防
団
の
連
携
が
欠
か
せ

な
い
と
思
い
ま
す
し
、
皆
さ
ん
に
も
ぜ

ひ
温
か
い
目
で
消
防
団
活
動
を
ご
支
援

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

消
防
団
員
は
、
本
業
を
持
ち
な
が
ら

地
域
の
期
待
に
応
え
る
べ
く
奉
仕
の
精

神
で
社
会
の
た
め
に
尽
く
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
そ
の
一
員
と
し
て
、
そ
の
若

い
力
を
発
揮
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

消
防
団
活
動
を
通
じ
て
人
と
人
の
つ

な
が
り
、
地
域
の
輪
の
大
切
さ
を
知
る

こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の
暮
ら
し
に
き
っ

と
役
立
つ
は
ず
で
す
。
関
心
の
あ
る
方

は
、
お
住
ま
い
の
集
落
の
消
防
団
か
、

仁
賀
保
地
区
消
防
本
部
（
1
#8
２
３
１

１
）
に
い
つ
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

消
防
団
活
動
と
仕
事
や
家
庭
を
両
立

さ
せ
る
に
は
、
団
員
本
人
の
努
力
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
周
囲
の
理
解
と
協
力
が

不
可
欠
で
す
。
若
い
力
を
消
防
団
に
吹

き
込
む
た
め
に
、
家
族
、
職
場
、
そ
し

て
地
域
全
体
で
後
押
し
し
ま
し
ょ
う
。
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みなさんのご声援を！

平成16年度 仁賀保地区消防団訓練大会
７月４日u 仁賀保地区消防署前広場

仁賀保地区消防団長

佐藤勝
かつ

男
お

さん（桂坂）

大
雨
に
よ
り
河
川
が
増
水
し
た
と
い

う
想
定
の
も
と
シ
ー
ト
張
り
工
法
や
川

倉
工
法
な
ど
の
技
術
を
競
う
水
防
訓
練

競
技
会
が
各
地
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

六
月
五
日
の
仁
賀
保
地
区
大
会
で
は

百
目
木
消
防
団
が
第
一
位
と
な
り
、
十

二
日
の
郡
大

会
に
出
場
。

関
係
者
か
ら

「
模
範
」
と

高
く
評
価
さ

れ
て
い
る
卓

越
し
た
技
術

を
披
露
し
ま

し
た
。

六
月
十
九
、
二
十
の
両
日
、
仁
賀
保

地
区
消
防
署
を
会
場
に
新
規
団
員
の
講

習
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
新
入
団
員
は
仁
賀
保
町
内

の
十
二
人
を
含
む
三
十
五
人
。
研
修
会

で
は
消
防
団
の
し
く
み
や
団
員
の
役
割

・
身
分
な
ど

の
講
義
を
受

け
た
ほ
か
、

消
防
団
幹
部

の
指
導
の
も

と
、
基
本
的

な
礼
式
な
ど

の
実
技
も
学

び
ま
し
た
。

連
日
、
訓
練
大
会
に
向
け
て
練
習
に

励
ん
で
い
る
団
員
た
ち
。
そ
の
活
動
服

が
一
新
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
皆
さ
ん
は

お
気
づ
き
で
し
ょ
う
か
。
従
来
よ
り
も

明
る
い
青
色
を
基
調
に
随
所
に
オ
レ
ン

ジ
色
を
配
し
た
若
々
し
い
イ
メ
ー
ジ
と

な
り
、
帽
子

も
刺
し
ゅ
う

入
り
の
ア
ポ

ロ
キ
ャ
ッ
プ

に
。
「
格
好

よ
く
な
っ

た
」
と
団
員

に
も
好
評
の

よ
う
で
す
。

Topics 話題


